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会
派
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令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

に
お
け
る
質
疑

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
決
算
を
認
定

 
　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
決

算
の
認
定
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
２

件
を
全
会
一
致
で
、
１
件
を
賛
成
多
数

で
認
定
し
ま
し
た
。

　
４
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
１
・
８
％
減
の

１
６
５
４
億
３
８
７
７
万
円
余
り
、
歳

出
決
算
額
は
、
対
前
年
度
比
１
・
１
％

減
の
１
６
２
９
億
４
３
７
２
万
円
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
収
支
は
、
一
般
財
源
の
う
ち
、

地
方
消
費
税
交
付
金
等
が
当
初
見
込
み

よ
り
伸
び
た
こ
と
や
、
扶
助
費
等
の
歳

出
の
不
用
が
発
生
し
た
ほ
か
、
生
活
保

護
費
等
に
お
い
て
国
費
等
の
超
過
受
け

入
れ
が
多
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
な
く
、
決
算
収
支
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に

よ
る
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
等

に
よ
り
、
税
収
等
の
歳
入
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
め
な
い
中
、
扶
助
費
の
増
加

や
公
債
費
の
高
止
ま
り
に
よ
り
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
決
算
状
況
の
分
析
・
評
価
、

財
政
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
単
年
度
収
支
と
実
質
単
年
度
収

支
の
赤
字
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
を

聞
く
。

　
　
　
単
年
度
収
支
と
実
質
単
年
度
収

支
が
大
幅
な
赤
字
に
な
っ
た
の
は
、
令

和
３
年
度
決
算
に
お
い
て
多
額
の
国
費

等
の
超
過
受
け
入
れ
に
よ
り
過
去
最
大

の
実
質
収
支
の
黒
字
と
な
り
、
そ
の
黒

字
を
基
に
４
年
度
に
国
費
等
の
返
還
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
一

時
的
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

　
　
　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
経

常
収
支
比
率
が
96
・
９
％
と
硬
直
化
の

状
態
か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

市
長
が
思
い
描
く
ま
ち
づ
く
り
に
予
算

を
配
分
で
き
て
い
な
い
と
も
言
え
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
の
経
常
収
支
比
率
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
主
な
要
因
と
し
て
は
、

社
会
保
障
に
係
る
扶
助
費
の
増
加
と
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
な
ど
を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
こ

と
に
よ
る
公
債
費
負
担
に
あ
る
。
公
債

費
負
担
の
抑
制
と
し
て
、
引
き
続
き
、

投
資
事
業
の
平
準
化
お
よ
び
先
送
り
を

徹
底
し
て
い
く
と
と
も
に
、
繰
上
償
還

を
計
画
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
中
長
期

的
な
ス
パ
ン
で
経
常
収
支
比
率
を
着
実

に
低
減
し
な
が
ら
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
費
負

担
金
の
事
業
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
高
知
市
内
で
の
事
業
の
利
用
件

数
は
、
月
に
約
５
０
０
件
程
度
で
、
そ

の
う
ち
約
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
34

件
が
１
１
９
番
緊
急
通
報
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
緊
急
を
要
し
な
い
通
報
の
さ

び
分
け
が
な
さ
れ
つ
つ
、
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
１
１
９
番
緊
急
通
報
に
し

っ
か
り
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

事
業
効
果
は
非
常
に
高
い
と
判
断
し
て

い
る
。

　
　
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の
事
業

効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
自
転
車
の
回
転
率
は
、
目
標
値

の
０
・
５
に
対
し
て
、
直
近
の
８
月
が

０
・
57
と
利
用
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

一
方
、
１
回
当
た
り
の
利
用
単
価
は
目

標
値
の
約
４
０
０
円
か
ら
下
が
っ
て
お

り
、
短
時
間
利
用
の
ニ
ー
ズ
が
多
い
状

況
で
あ
る
。
事
業
目
的
が
「
お
ま
ち
の

回
遊
性
の
向
上
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
益
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
サ

ポ
ー
ト
の
増
設
や
自
転
車
の
台
数
を
増

や
す
な
ど
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
下
知
ポ
ン
プ
場
改
築
工
事
の
事

業
効
果
お
よ
び
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

聞
く
。

　
　
　
老
朽
化
対
策
と
併
せ
て
、
浸
水

対
策
と
し
て
ポ
ン
プ
能
力
を
現
況
の
約

１
・
５
倍
に
上
げ
、
下
知
南
部
地
区
の

雨
水
排
水
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
下
知
地
区
は
津
波
浸
水
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
物
屋
上
は
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め

て
い
る
。
な
お
、
工
期
に
つ
い
て
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
令
和
８
年
度
に
は

供
用
開
始
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
保
育
施
設
み
ら
い
構
想
検
討
事

業
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
公
立
保
育
園
で
は
23
園
全
て
、

民
営
保
育
園
で
は
61
園
中
45
園
が
、
定

員
割
れ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

乖
離
が
広
が
っ
て
い
く
地
区
も
あ
り
、

そ
の
中
で
公
立
保
育
園
が
占
め
る
割
合

が
多
い
地
区
な
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

改
善
を
図
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
道
筋

を
つ
け
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
し
て
い

る
。
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